
テキスト中の改行頻度が読解に与える影響 
～改行の型と空行の有無～ 
２１３２１３１ 松本玲 
指導教員：山崎治 准教授 

1.はじめに 
 情報通信技術が発達した現代では、インターネットを
通して他者の文章を閲覧、あるいは、自身の文章を公開
することが容易になった。 それに伴ってか、読み手側
が理解しやすい文章作りに関して直接指導を受ける・受
けられる機会も教育機関を始め多い。 
 しかし、その機会の多くは文章内容そのものに対する
ものであり、直接関与はしないレイアウト面は取り上げ
られることが滅多に無い。 
 では、文章内容に直接関与しないレイアウトは読解へ
影響を与えないのか？ 
2.目的 
  本研究では「改行」に着目し、「文章の読み易さ/読
み難さ」及び「作文時に読み易さ/読み難さを考慮して
いるか」について調べる。  
3.実験 
 当該サイト（https://chugaku-juken.com/paragraph-
meaning/）を参考に、「意味段落毎」「形式段落毎」「一
文毎」の 3 種類の改行頻度を対象とし文章読解に対する
「改行」の影響と意識を推測する。 
3.1 方法 
実験参加者：千葉工業大学情報科学部情報ネットワーク
学科生 12 名 
実験計画： 読解実験と作文実験の結果を統合し「読み
易い文章の改行頻度」と「作文時の読者に対する意識」
を調べる。 
手続き：作文実験として固定フォーマットの Word ファ
イルを配布し 300 字以上の作文提出してもらった。その
後に読解実験として、1 人につき実験テキスト 6 種類を
一つ 4 分間毎読解してもらい、各添付 QR コードから記
述テストと主観アンケートに回答してもらった。 
3.2 結果 
以下に読解での高評価、作文時に選択した改行の有無

を表１、両結果からの分析表を表２、表３として記す。 
表１：読解－作文における改行の有無の差 

 

表２：三要因混合計画の分散分析表 

 
表３：要因 C の多重比較統計表 

 
 三要因分散分析の結果，「改行の形式」の条件（意味
段落毎／形式段落毎／一文毎）において読み易さの主観
評価の得点に有意差が認められた（F(2、20)=9.12、 
p=.002、 η2=.15）．3 つの水準の間でどこに差が発生
しているのかの多重比較を行なった。 
結果として、「意味段落毎」条件の得点（3.29）が

「形式段落毎」条件(4.04)および「一文毎」条件(4.08)
のそれぞれの得点よりも有意に低かった。これらより，
「形式段落毎」や「一文毎」の改行形式と比較して，
「意味段落毎」の改行形式は読み難さを感じていること
が明らかになった。 
以上の結果から，文章中で改行の頻度を高くすること

により読み難さを感じにくくさせる可能性があることが
わかった。 
4.まとめ 
 改行が読解に対して改善的影響を与えており、その上
で内容の把握率は個人の能力に依存していることが分か
った。 
 実験参加者の半数は作文時には読者に対する「読み易
さ/読み難さ」への配慮はしていなかった。また、補足
として字下げは一切行われていないことが分かった。 
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